
Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussel 　 Kenkyu

「第 2 回 電磁波 と生体へ の 影響　一作用機序 の 解明に向け て一」

ア トt
°
V 一性皮膚炎における、 携帯電話の 電磁波に よる

ア レル ギ ー
反応の 増強

木俣 肇

宇治武田病院アレル ギ ー 科

キーワード： ア トピー性皮膚炎 、 携帯電話、電磁波、ア レル ギー
反 応、プリッ クテ ス ト、笑い 、ニ ュ

ーロ ペ プタイド、ニ ュ
ーロ トロ ピン

1．はじめに

アトピー
性皮膚炎は、この 20 年間で毎年増加 し続けて い る疾患で 、小児の みならず 、 成人から高

齢者でも、 発 症が多く見られる国民病で ある。こ の 増加 の詳細 な原 因は 、 もともとアトピー性皮膚

炎が多因子 であるの で 、 その 原因も多因子と思われるが 、早急の 詳細な検討が 望ましい 。ア トピ

ー
性皮膚炎の 原 因として、大きく分けて 3つ の 因子がある。

（1）ア レ ル ギー
： これ には更に 3 つ の ア レ ル ゲン がある。

　　 ｛1 ｝　　 食物ア レ ル ゲン ：卵 、 牛乳 、
ソバ

、
フ ル

ー
ツ （キウイ、

バ ナナ 等）

　　 ｛2 ｝　　 吸入 ア レ ル ゲン ：ハ ウスダウト、ダニ 、花粉 、 犬や猫 の フケ 、 ラテ ックス 等

　　 ｛3 ｝　　 接触ア レ ル ゲン ：ダニ
、 ラテッ クス

、 卵や牛乳 （でも接触してお こる）、 花粉等

（2）細菌 ：黄色ブドウ球菌、MRSA （耐性をもっ た黄色ブドウ球菌）、 等

（3）ス トレ ス ：肉体 的＆精神的 （特に IT関係によるもの が 、増加 して い る）

これらが、複雑 にからみあっ て い るの が IT時代の ア トピ
ー

性 皮膚炎であり、すみやかな改善の 為

に は 、 これ らを同時に治療する必要がある。
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2．ア レ ル ギー反応 の 測定

ア レル ギー疾患の 方は 、 ア レ ル ゲン に対して 、皮膚で の プリックテ ス ト（皮膚にア レ ル ゲン液を 1滴

落として、軽くひ っ かく＝ プリック）にて、15 分後に膨疹 （もりあが っ た疹）と紅斑 （そ の まわりにでき

る赤い 斑）、が生 じる。これ は、アレ ル ゲン 特異 的で、例え ばス ギ花粉に ア レ ル ギーがあるが 、 卵

ア レル ギ ーの ない 方は 、スギ花粉で は膨疹と紅斑ができるが 、 卵 で はで きない 。健 常人で、ス ギ

花粉や卵ア レル ギーの ない 方 は 、
ス ギ花粉でも卵で も、 膨疹も紅斑もで きない 。 更に 、 膨 疹 の径

を測る事 で、ア レ ル ギー反応 の 強さを比較測定で きる、これをア レル ギー性膨疹反 応とい う。

一
方 、ヒスタミン とい う化学物質があり、ア レ ル ギー

疾患、健 常人の 両方 に、膨疹 と紅 斑を作る。

これはア レル ギー
反応ではなく、 非特異的膨疹反応とい う。

3．笑い によるア レ ル ギー
反応の減弱

筆者 は 「日本 笑い 学会」の 会員である。こ の 学会は市民参加型の 学会で 、
「笑い Jを多方 面の 科

学か らとらえて いる。医療関係者も20 − 30 °

／．参加してい る。 この点で 筆者は 、 チャ ップリン の 「モ

ダン ・タイムス 」を見て笑うと、アトピー性 皮膚炎患者で、ダニ に対する膨疹反応が減弱する事を見

出し、Journal　of 　Arnerican　Medical　Association（JAMA ）に発表した（図 1）［1］。 尚、こ の 笑い によ

るア レ ル ギー
反応 の減 弱は 、

ロ
ーワン ・

ア トキン ソン による
’
The 　Best　Bits　ef 　Mn 　Bean

’
のビデオ観

賞にて、ア レル ギ ー性鼻炎患者で も同様 に見られた［2］。
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図 1．モ ダン ・タイム ス 観 賞による膨疹反応の 減弱

図 1．モ ダン ・タイム ス 観賞による膨疹反応の 減弱

26 人の ア トピ ー性皮膚炎患者に 、 チ ャッ プリン の モ ダン ・タイム ス の ビデオ （87 分）を見せ て、その

前後でダニ に対す る膨疹反応を測定 した 。
モ ダン ・タイム ス を見て、大い に笑うと膨疹反応 が有意

に減弱 した。尚、結果 は表示 してない が 、コ ン トロ
ー

ル として 見せ た 、 87 分の 天 気予 報ビ デオで は 、

膨疹反応 は減 弱しなか っ た 。
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4 ．IT時代の ス トレ ス による 、 ア トピー性皮 膚炎患者にお ける 、 ア レル ギー
反応 の 増強と、

血 漿ニ

ュ
ー

ロ ペ プタイドどニ ュ
ー

ロ トロ ピ ン の 増加

「笑 い 」がア レ ル ギー
反応を減弱させ るなら、IT時代の 様 々 なス トレ ス が 、 ア レ ル ギー反応を悪化

させ る可能性はない かと考え 、 検討した 。 測定したパ ラメ
ーターは 、

ア レ ル ゲン によるア レ ル ギー

性 膨疹反 応と、ヒス タミン に よる、非 特 異 的膨疹 反 応、更 に 採血 にて 血 漿ニ ュ
ー

ロ ベ プチ ド

（Substance　P：SP；Vaseactive　Intestinal　Peptide：VIP）とニ ュ
ー

ロ トロ ピン （Nerve　GroWth　Factor：

NGF ）で ある 。 それぞれ 、 神経の シグナル 伝達や神経の 成長に 関係する因子 で あるが
、
ア トピー

性 皮膚炎で は ス トレス で増加 する［3］。

そこで 、これ らの パ ラメ
ー

タ
ー

に関する効 果を、健常人、ア レル ギー
性鼻炎、アトピー性 皮膚炎

患者で調 べ た。 まず 、
コ ン ピ ュ

ー
タ
ー

で 法律 、 経済関係の 難解な文 章を2時 間タイプ してもらい
、

その 前後で プリッ クテ ス トによる膨 疹反応と、 採血 にて血漿 ニ ュ
ーロ ベ プタイド（SP、　VIP）とニ ュ

ー
ロ

トロ ピン （NGF ）を測定した 。 図 2に示す ように、健 常人とア レ ル ギー
性鼻炎で は コ ンピュ

ー
タ
ー

使

用によりス ギ花粉による膨疹反応は増強しない が 、 ア トピ
ー
性皮膚炎で は有意に増強した 。

図 2．ア トピー性皮膚炎 に おけ る，コ ン ピュ
ーター使用 に よる，

　　 スギ花粉へ の ア レルギー
反応 の 増強

図2．ア トピー性皮膚炎にお ける、コ ン ピュ
ーター

使用による、スギ花粉 へ の ア レル ギー
反応の 増

強

27 人の 健常人 、29人の ア レル ギー
性鼻炎、30 人の ア トピー

性皮膚炎患者 に、コ ン ピュ
ーター

で 、

法律や経 済文章を 2 時間タイプしてもらい 、その 前後で 、ス ギ花粉による膨疹 反応を測定した 。

健常人、ア レ ル ギー
性鼻炎で は膨疹反応は 増強しなか っ たが 、ア トピー性 皮膚炎では 、有意に

増強した 。
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また図 3に示すように 、 同時 に測定した血漿 SP も、ア トピー性皮膚炎で の み増加 した 。 尚 、 データ

は示 さないが、血漿 VIP、　 NGF もアトピー性 皮膚炎で の み増加 した 。

一
方 、

コ ン ピュ
ーター

使用

にて 、
ヒスタミン による非特異的膨疹反応 は、健 常人 、ア レ ル ギー性 鼻炎、アトピー性皮膚炎 患者

で、増 強しなかっ た［4］。

、
国

二）
ユ

◎ウ

騒
員
η

16014012010080604020

　 0

前 　　　後

健 常人

前 　　　後 前 　　　後

ア レル ギー性鼻炎　 　 ア トピー性 皮膚炎

図3 ．ア トピ
ー
性皮膚炎に おける，コ ン ピュ

ー
タ
ー
使用に よる

　 　 血 漿SubStance 　P （SP）の増 加

図3．ア トピー性皮 膚炎における、コ ン ピュ
ー

タ
ー

使用 に よる、血漿 Substance　P （SP）の 増加

27人の 健常人 、29人の ア レ ル ギー性 鼻炎、30人 のアトピー
性皮膚炎患者 に 、

コ ン ピュ
ーター

で、

法律や経 済文章を 2 時間タイプしてもらい 、 その前後で 、 血rc　Substance　Pを測定した。健 常人、

ア レ ル ギー性 鼻炎で は膨疹反応は増加しなか っ たが
、
ア トピー性皮膚炎で は、有意に増加した 。
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　次にテレ ビゲーム の効果を検討した。 STREET 　FIGHTER 　IIとい うテ レ ビゲームを 、 2時間しても

らい ハ ウス ダウトに対する膨疹反応の 検討をした。図4 に示すように 、ア トピー性皮膚炎で の み、

ハ ウス ダウトに対する膨疹反応が増強した。また、同時 に測定した血漿 VIP値も、アトピー
性皮膚

炎で の みテ レ ビゲームにて増加 した（図5）。 尚 、 データは示さない が、血漿 SP、
　NGF もア トピー

性

皮膚炎で の み増加した 。

一
方 、 テレ ビゲーム にて 、ヒス タミン による非特異的膨疹反 応は、健 常人 、

ア レル Of・一一性 鼻炎 、 アトピー性皮膚炎患者で 、 増強しなか っ た［5］。

有意に増加
ハ ウス ダス ト

による膨疹 國

　 　 14

　 　 12

宕 10

旦
　 　 8

譽 ・

墨　 4
瀁
　 　 2

　 　 0

凾

前 　　　後 　　　　　　　前 　　　後 　　　　　　　前 　　　後

　健常人　　　　　 ア レ ル ギー
性鼻炎　　　 アトピー性皮膚炎

図4．ア トピー性皮膚炎に おける，テレ ピゲーム による

　 　 ハ ウス ダス トへ の ア レル ギ
ー
反応 の 増強

図 4．ア トピー性皮 膚炎に おける 、 テ レ ビ ゲ
ーム による、ハ ウスダス トへ の ア レ ル ギー反応の 増強

25人の 健 常入 、25 人の ア レ ル ギー性 鼻炎、25 人 の ア トピ
ー

性皮膚炎患者に、テレ ビゲーム

（STREET 　FIGHTER 　II）を 2 時間してもらい
、 その前後で 、

ハ ウスダウトによる膨疹反 応を測定した。

健 常人、ア レ ル ギー
性鼻炎で は膨疹反 応 は増強しなか っ たが 、 ア トピ ー

性皮膚炎で は 、 有意に

増強した 。
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有意に増加
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健常人　　 ア レル ギ
ー

性鼻炎　 アトピー性皮膚炎

図 5．ア トピー性皮膚炎に おける，テレビゲーム による

　　血漿Vasoactiye　Intestinal　Peptide（VIP｝の増加

図5．ア トピ
ー

性皮膚炎における、テ レ ビゲーム による、血漿 Vas。acitve 王ntestinal 　Peptide（VIP）

の 増加

25 人の 健 常人 、
25 人 の ア レ ル ギー性 鼻炎 、

25 人の ア トピー
性皮膚炎患者 に 、 テ レ ビゲーム

（STREET 　FIGHTER 　II）を 2 時間してもらい 、その 前後で 、血漿 Vasoacitve　Intestinal　Peptideを

測定した e 健常人、ア レ ル ギー
性鼻炎で は膨疹反応は増加しなか っ たが 、アトピ

ー
性皮膚炎で は、

有意に増加 した 。
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5．携帯電話の 電磁波の ア トピー
性皮膚炎における影響

次 に携帯電話の電磁波の影響を、健常人 、 ア レ ル ギー性 鼻炎 、 アトピー
性皮膚炎患者で調 べ た 。

使用した機種 は Toshiba　C451T ，
　Kyosera　3001，

Kokusai　KO207，　Sony　D501i で 、 残念ながら SAR

値は不明で あっ た。携帯電話を 1時間手に持っ こと自体がス トレス になるの で 、携帯電話を首にく

くりつ け、電磁波暴露群は通信状態のまま 、 対照群はスイッ チを切っ たまま 、 1時間天気予報のビ

デオを見てもらい 、その 前後で パ ラメ
ーターを検討 した 。 天 気予報の ビデオを見たの は、1時間何

もしない の は 、ア トピー性皮膚炎の 患者さんに はそれ 自体 ス トレ ス になるし、天気予 報の ビデオ は

ス トレ ス に対して 、 悪化も緩和もしない 為である。 図 6に示すように、電磁波被爆はア トピー
性皮膚

炎におい て 、ス ギ花粉 へ の ア レ ル ギー
反応 を増強するが、健常人やア レ ル ギー性 鼻炎で は増強

しなか っ た。
一

方、電磁波暴露がない 、対照実験で はこの 増強は見られなか っ た く図7）。更に、

電磁波暴露はヒス タミン 刺激 による非特異的膨疹 反応 には影響しなか っ た（図8）。一方 、 電磁波

暴露 はアトピー性 皮膚炎 におい て の み 、 血漿 NGF を有意に増加 させ たが （図9）、 対照実験の 電

磁波 非暴露で は血漿 NGF は有意に増加しなか っ た （図 10）。 尚 、 デ
ータは示 さない が電磁波暴

露は 血漿 SP、
　VIP もアトピー姓皮膚炎で の み 増加させた［5］。

これらの ことは、携帯電話の電磁波

が、ア トピー性 皮膚炎 におい て、神経 系 に作 用し、その 結果ア レ ル ギー
反応が増強 して い ること

を意味する。

図 6．ア トピー性 皮膚 炎に お ける，携 帯鴛話 の 電 磁 波に よる
，

　 　 スギ抗原へ の ア レル ギー
反 応 の 増強

図 6．ア トピー性皮膚炎 における、携帯電話 の 電磁波 による、ス ギ抗原 へ の ア レ ル ギー反応の 増

強

26 人 の 健 常人 、
20 人 の ア レ ル ギ

ー
性 鼻炎 、

26 人 の ア トピー
性皮膚炎患者に 、 携帯電話を首 に

か けて 電磁波を 1時間暴露 してもらい 、その 前後で 、ダニ 抗原 による膨疹 反応を測定した。健常

人、ア レ ル ギー
性 鼻炎で は膨疹反応 は増強しなか っ たが 、アトピ

ー
性皮膚炎で は、有意に増強し

た。 尚、使 用機種は健 常人とア トピー性皮膚炎で は T。shiba 　C451T （n＝ 8），
　Kyosera　3001 （n ＝ 　 7），

K 〈）kusai　KO207（n ＝ 6），　Sony　D501i （n＝5）で あ り、ア レ ル ギ
ー

性鼻炎で は Toshiba　C451T （舮 5），

KyQsera　3001 （n ＝ 5），　KQkusal　KO207 （n ＝ 5＞，　Sony　D501i （n ＝ 5）で あっ た。
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囮
ス ギによる

膨疹
甌
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鸛
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　 　 0

國
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図7．ア トピー性皮膚炎で ，電磁 波無しの 携帯電話で は ，

スギ抗原へ の ア レルギー
反応は ，増強しない

図 7．ア トピー
性皮膚炎における、電磁波無 しの携帯電話で は 、スギ抗原 へ の ア レ ル ギー反応 は

増強しない

26人 の 健常人 、
20人の ア レ ル ギー性鼻炎 、

26 人の ア トピー
性皮膚炎患者に 、 携帯電話 の スイッ

チ を切っ て 、1 時間首 にかけてもらい 、その 前後で 、ダニ 抗原による膨疹 反応を測定した
。 健常人 、

ア レ ル ギー
性鼻炎、ア トピー性皮膚炎 、

い ずれの 群で も膨疹反応は増 強しなか っ た 。 使用機種は

図 6と同じである。
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　　　　　　　 図8 ．ア トピー性皮膚炎に おける，拷帯電話の 電磁波による，

　　 　 　 　 　　 　 　 ヒスタミン 刺激 の 膨疹反 応 へ の 影響

図 8．ア トピー
性皮膚炎にお ける 、 携帯電話 の 電磁波による 、

ヒス タミン 刺激 へ の 膨疹反．応 へ の 影

響

26 人の 健 常人 、 20人 の ア レ ル ギー
性鼻炎 、 26人 の ア トピー

性 皮膚炎患者 に 、 携帯電話を首に

か けて 電磁 波 を 1時間暴露して もらい
、 その 前後 で

、
ヒス タミン による膨疹 反応を測定 した 。 健 常

人 、 ア レ ル ギー
性鼻炎、ア トピ ー

性皮膚炎、い ずれの 群でもで は膨疹反 応は増強しなか っ た。使

用機種は 図 6と同じで ある。
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図9．ア トピー性皮膚炎における，撲帯 電話 使用に よる，
　 血 漿 Nerve　GrOWth　Factor （NGF ）の 増加

図9，アトピ
ー

性皮膚炎における、携帯電話の 電磁波による、血漿 Nerve　Growth　Factor（NGF ）

26人の健常人 、 20人の ア レ ル ギー
性鼻炎 、 26人の アトピ ー

性皮膚炎患者に 、 携帯電話を首に

か けて 電磁波を 1時間暴露してもらい
、 その 前後で 、

血漿 Nerve　Growth　Factorを測定した 。 健 常

人、ア レ ル ギー
性 鼻炎で は膨疹反応は増加 しなか っ たが 、ア トピー性皮膚炎では 、有意に増加 し

た。 使用機種は図 6と同じで ある 。
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図 10，アトピー性皮膚炎で，電磁 波無 しの 携帯 電話で は，
　 　　 血漿Newe 　Growth　Factor（NGF ）は，増加 しない

図 10 ．ア トピー性皮膚炎に おける、電 磁 波 無しの 携帯電話で は 血漿 Nerve　Gro噺 h　Factor

（NGF ＞は増加 しない
。

26人 の 健常人 、 20 人の ア レ ル ギー
性鼻炎 、

26 人の ア トピ
ー

性皮膚炎患者に 、 携帯電 話の スイッ

チを切 っ て 、
1 時 間首にかけて もらい 、その 前後で 、 血漿 Newe　Growth　Factorを測定した。 健 常

人 、ア レ ル ギ
ー

性鼻炎、アトピー
性皮膚炎 、

い ず れの 群で も血 漿 Nerve　GroWth　Factor は増加 し

なか っ た
。 使用機種は 図 6と同じで ある 。
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6．IT時代の アトピー性皮膚炎患者さん の 苦悩と、
ス テ ロ イドフ リ

ー
の 治療に よる改善 の 笑顔

当院は ア トピー
性皮膚炎に対して、ス テ ロ イドフリーの 治療をして い る 。 ちなみ に現在、ス テ ロイド

フリーの 治 療ができる医師が、日本全 国で 50人弱 くらい しかおらず、その 中の 何 人か と筆者は毎

日メ
ーリン グして 、連絡をとり、互 い に 情報を提供して、勉強して い る。ス テ ロ イドはその 抗炎症効

果か ら、 1 度はアトピー性皮膚炎を一時的に改善させるが 、 次第に依存性ができ、 細菌感染 症の

合併、皮膚に萎縮、リバ ウン ドとい う、アトピー性皮膚炎の 急性 悪化状態が起こることは、既 に多

数報告した［6，7］。 更に 、 ア レ ル ギー反応の 原因・結果であるlgE 抗体の 産生増強効果もあり、ス

テ ロ イドの 長期塗布 で は 、 ア レ ル Of−一反応は増強し、 結果的にア トピー
性皮膚炎も、 悪化するの

で ある［8 ， 9］。 最近、多用されて い るプ n トピッ クもlgE 産生を高めたり、ア レ ル ギー反 応 を増強 し

た りすることは、既 に報告が多数ある［10，
11］。更 にプ ロ トピッ クの 悪性疾患の 発 現増強効果 にも

注意すべ きで あり、 本 当に安全 で治癒する治療が 、 アトピー
性皮膚炎の 方 々 には 、 必要で ある 。

更に環境で の 悪化 因子を検討 、 同定し、 安全 な環境を作るべ きである。
IT時代とい うの に、アトピ

ー性 皮膚炎患者さん達が 、如何に必要な情報に欠 けて い るか 、 また適切な治療に出会 っ て い な

い かを 、 例をあげて説明する 。

（症例 1）三重県より、 当院がある京都府の宇治まで 、 車で 3 時間か けて 、 1歳と4歳の ア トピー
性

皮膚炎の 姉妹が来院した 。
三 重県で の ス テ ロイド治療で 改善せ ず 、 県内の 色 々 な病院を回っ て 、

たまたま当院で ス テ ロ イドフリ
ー

の 治療をして い ることを知り、わざわざ来院した。姉妹とも重症の

アトピー
性皮膚炎で 、 夜間か ゆみで 眠れず 、 両親もい っ しょにお きて い るの で 、 慢性の 睡眠不 足

で 、非常にス トレ ス の 多い 毎 日で あっ た 。 初診時はもちろん 、 姉妹も両親も暗い 感じで 、 笑顔は な

い
。 当院の 内服 （抗ア レ ル ギー

薬、抗ヒス タミン剤、と短期抗生物質）とス キ ン ケア
ー

（消毒薬によ

る皮膚の洗浄 、 抗菌軟膏 、
ス テ ロ イドフリーの 抗炎症軟膏、皮膚のカバ ー

）にて 、2 週間後に は、

著 明 に改善した 。 夜間も安 眠できるようになり、姉妹 、 両親とも外来で 笑顔を見せる 。 その後きち

んと 2 週間ごとに 、 片道 3 時 間の通院を三 重よりされる 。 通院時間の 長い の を気にして 、私が 「通

院が遠くて大変で はありませんか ？」ときくと、 父 親が「娘二 人が、ピクニ ック気 分で 通院を楽しん

で い ます 。 」と笑顔 で答えてくれた。こ の ように、前 向きに治療 に明るくとりくみ、1 年 後 には姉妹 と

も完治して 、 通院不要になっ た 。 両親が協力して得た、健康と幸福である。

（症例 2）京都在住だが 、京都で の 強い ス テ ロ イド治療で 改善しない 、生後 4 ヶ月 の アトピー性皮

膚炎男児がい た 。 色 々 な情報を集めて 、 東京の 友人か ら東京 に良い 医師が い ることを聞い た 母

親が 、男児を連れて東京 に行こうとするが、父親 と義父母 は 、 大反対で 、
「そんな乳児 を東京 に連

れて行っ て 、 悪化したらどうする。 どうしても行くなら離婚する。 」とい う有様であっ た 。 それでも、 母

親はどうしても 、 男児 の アトピ ー
性皮膚炎を治したく、 自分 ひとりでも連れて行こうと、 が ん ばっ た。

その 結果 、心配 した父親が付き添い 、親子 3 人で 東京行き 、 東京で は紹介してくれた友人も付き

添 っ てくれて、その皮膚科医を受診した 。 幸い なことに、受診した皮膚科医が、筆者の 仲間であり、

京都在 住なら、 近くの宇治市に病院がある私を受診するようにと、紹介してくれた 。 家族はすぐ受

診 して くれ、その 後すみ やか に ア トピ ー
性皮膚炎は

、 改善、 治癒して
、 家族も平和な生活 に戻 っ
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た 。 しか し、 京都か ら東京 へ 行くまで の 、 葛藤と費用も大変なもの であっ たと推測される。 その 後 、

ア トピ ー
性皮膚炎が完治した男児 が 、 か わい い 笑顔を浮か べ て い る写真入りの 年賀状を戴き、

「子供 の 顔をみて はどうしてやればい い ん だろうか 、と暗い毎 日を送 っ て い ましたが、今こうして明

るく1才の 時を迎える事がで きました ユと、父親の 喜びの 手紙が添えてあっ た 。

7．結語

アトピー性皮膚炎は、多因子な疾患であり、
IT時代の 色 々 な刺激がス トレス となっ て、アレル ギー

反応の 増強、ひ いて は症状の悪化に っ ながる。 講演で は 、
ス トレ ス にうちひしがれるアトピー

性皮

膚炎の 方 々 が 、 改善 、 治癒して 、 喜びの笑顔を自然にうかべ る姿を、お見せ した 。 しか し、 悪化因

子 として の
、 環境要 因がある限り、 そのような人 々 の 苦悩 は続く。 現段階で は 、 携帯電話の 電磁 波

が、アトピー
性皮膚炎にお い て、ア レ ル ギー

反応の増強と、 血漿ニ ュ
ー

ロ ペ プタイドと二 z．・一一・ロ トロ

ピンの増加 を惹起する 、 とい う所まで の エ ビデンス しかない
。 しかし、アトピー性皮膚炎患者さんの

みならず、現在は病気がない 人 々 にとっ ても、携 帯電 話の 電磁波は 本当にどこまで悪 化因子な

のか 、 また数年から数十年に電磁波暴露が及んだ時の 影響はどうで あるか 、とい うことを、危機感

を持 っ て多くの 分野の 研究者が 、 協力して 究明する時期がきて い ると思う。
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